








目的 

妊娠中の子宮運動の抑制機構に関して,Reynolds“inactivation"または Csapo の“

progesteron block"および“defensemechanism of pregnancy"などの仮説が提唱されてい

る｡ 

妊娠中ホルモンの影響によって子宮筋の活動性が修飾される事は,広く知られている事実

である｡胎盤付着部では,黄体ホルモンが優位に働いていると考えられ,非胎盤付着部とは

異なった性質を持つであろうと考えられる。事実,1959 年 Goto,Csapo はウサギ妊娠子宮に

おいて胎盤付着部の膜電位は,非胎盤付着部に比較して大きい膜電位を持つと報告してい

る。更に 1961 年 Kuriyama,Csapo は cinematographicmethod を用いて,収縮の伝達を記録し

,胎盤付着部は非胎盤付着部に比べ,明らかに収縮が遅れると報告している。 

そこで妊娠の維持に重要な胎盤付着部平滑筋の膜性質を,電気生理学的方法を用いて,その

他の部位と比較研究した。 


